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Oracle Advanced Compression と高度な行圧縮について 

Oracle Advanced Compression と Oracle Database を併用することによって得ら
れる圧縮、パフォーマンス、データ・ストレージの最適化といった一連の堅牢な
機能により、IT マネージャーは複雑な環境でも任務を遂行できます。Oracle 
Database のデプロイメントがクラウドまたはオンプレミスのどちらであっても、
高度な行圧縮により、アプリケーションに変更を加えることなく、異なる環境に
おいて、堅牢なデータ圧縮機能を実現できます。 

利点：ストレージ要件の緩和とコストの削減 

企業では、業務を円滑に遂行するために必要とされるデータの量が爆発的に増大
しています。この継続的なデータ量の増大により、IT 管理者は管理上の難問に直
面しています。最初で最大の課題は、急増するストレージ・コストです。ストレー
ジ 1 MB あたりのコストはこの数年間で劇的に減少していますが、オンラインで
保持する必要があるデータ量が激増しているため、ストレージはほとんどの IT
予算において最大のコスト要因の 1 つになっています。 

Oracle Advanced Compression の一機能である高度な行圧縮は、非阻害型のデー
タ圧縮ソリューションです。通常、実装システムの動作を全くまたはわずかしか
阻害することなく、データベース表またはパーティションの全体的な必要スト
レージ容量を 50 %以上削減することができます。これにより、既存のデータベー
ス・ストレージの利用効率を高め、アプリケーションの数が増えても新しいスト
レージの購入時期を延ばすことが可能です。Oracle Advanced Compression に
よってアプリケーション・データベースの合計データ・サイズが実質的に削減さ
れるため、非圧縮型のデータベースに比べて必要ストレージ容量の増大速度を大
幅に遅らせることができます。 

Advanced Compression のユーザーGoodman Fielder が、パフォーマンスに影響
することなく 40 %のデータ・ストレージ・フットプリント削減に成功した例を
ご覧ください（こちらをご覧ください）。 

利点：問合せのパフォーマンスの向上 

多くの Oracle Database ユーザーは、アプリケーションの背後で増大し続ける
データベースを抱えており、ビジネスの拡大に伴って管理対象データの量も増大
しています。そのため、アプリケーションとデータベースの管理者は、継続的な
データの増大によってアプリケーションの問合せパフォーマンスが影響を受け
ていることを認識するようになっています。 

ORACLW ADVANCED COMPRESSION について 

• テクニカル・ホワイト・ペーパー 
（こちら） 

• データ・シート（こちら） 

• 概念実証のガイドラインと 
ベスト・プラクティス（こちら） 

• 圧縮階層化とストレージ階層化の実装
（こちら） 

• よくある質問（こちら） 

• 顧客事例（こちら） 

• Fortune 500 企業による 
Oracle Advanced Compression の 
テスト結果（こちら） 

 

 

 

高度な行圧縮を始めるまえに 

オラクルの無料の Compression Advisor
では、圧縮率を推測するためのとても便利
なツールが用意されています。
Compression Advisor については、 
OTN のサイト
http://www.oracle.com/technetwork/da
tabase/options/compression/downloads
/index.html 
をご覧ください。 

 

 

http://www.oracle.com/ocom/groups/public/%40otn/documents/webcontent/092157.pdf
https://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/advanced-compression-wp-12c-1896128-ja.pdf
https://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/advanced-compression-datasheet-134474-ja.pdf
http://www.oracle.com/ocom/groups/public/%40otn/documents/webcontent/3411538.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/database/focus-areas/performance/implementingilmdb12c-2543023.pdf
https://www.oracle.com/technetwork/jp/database/performance/acofaqotn0817-3861046-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/learnmore/index.html
http://www.oracle.com/ocom/groups/public/%40otn/documents/webcontent/396808.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/database/options/compression/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/database/options/compression/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/database/options/compression/downloads/index.html
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嬉しいことに、高度な行圧縮の利点は、ディスク上のストレージ領域を節約する
以上の範囲に及びます。別の重要な利点として Oracle Database では、高度な行
圧縮を使用する場合、データを解凍することなくメモリ内の圧縮データ（および
索引）を直接読み取る/処理することができるようになります。これにより I/O 操
作の数が減り、I/O 操作に関連したシステム・コール数が削減されるため、パ
フォーマンスが向上します。さらに、メモリを追加しなくてもより多くのデータ
が保存可能になるため、データベースのバッファ・キャッシュ効率が向上します。 

データは、高度な行圧縮によって圧縮されると、あらゆる種類の操作（問合せや
バックアップなど）においてその状態のまま維持されるため、トランザクション
あたりの操作対象データの量も少なくなります。Oracle Advanced Compression
ユーザーは一般に、データ圧縮によって問合せのパフォーマンスが 2 倍から 3 倍
向上するのを体験しています。 

Oracle Advanced Compression の ユ ー ザ ー Samsung Welstory が 、 Oracle 
Advanced Compression によって問合せを 2 倍の速さで実行できるようになった
例をご覧ください（こちらをご覧ください）。 

 

その他の Oracle Advanced Compression のユースケース…. 

https://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/learn
more/index.html 

https://www.oracle.com/search/customers （“Advanced Compression”の検索） 

 

Oracle Advanced Compression の概念実証の準備、または実行のた
めにさらに情報が必要ですか? 

独自の圧縮 POC を計画し、その POC の結果を理解するのに役立つ、顧客の POC
と洞察から学べるベスト・プラクティスに関する情報について詳しくは、Oracle
ホワイト・ペーパーを参照してください。 

http://www.oracle.com/ocom/groups/public/@otn/documents/webcontent/34
11538.pdf 

 

 

Oracle Advanced Compression のリンク 

 

Oracle Advanced Compression OTN 
ページ：
http://www.oracle.com/technetwork/j
p/database/options/compression/ove
rview/index.html 

 

Oracle.com ストレージ 
最適化ページ：
https://www.oracle.com/jp/database/
storage-management/index.html 

 

ストレージ最適化ブログ：
https://blogs.oracle.com/DBStorage/ 

https://www.oracle.com/apac/customers/samsung-welstory-1-db.html
https://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/learnmore/index.html
https://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/learnmore/index.html
https://www.oracle.com/search/customers
http://www.oracle.com/ocom/groups/public/@otn/documents/webcontent/3411538.pdf
http://www.oracle.com/ocom/groups/public/@otn/documents/webcontent/3411538.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/overview/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/overview/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/compression/overview/index.html
https://www.oracle.com/jp/database/storage-management/index.html
https://www.oracle.com/jp/database/storage-management/index.html
https://blogs.oracle.com/DBStorage/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

Oracle Advanced Compression について詳しくは、oracle.com を参照するか、
+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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